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・MC圏域管轄人口

265,775人

・救急隊数 １５隊

・消防職員数４８２名

・指導救命士数 １３名

出雲地区救急業務連絡協議会

４消防本部
（出雲市、大田市、雲南市、隠岐広域連合）



大きな課題
年１回局地災害DMAT合同実動訓練/
出雲空港航空機事故消火救難訓練
過去の訓練では
1名も搬送出来なかった。
①救護所から指揮本部への情報共有の方法を持ってい
なかった。

②CSCATTに拘泥し，十分なリソースがあるにもかか
わらず，Transportできなかった。
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トリアージタグ
①枚目もしくは②枚目の情報、
名前とカテゴリーのみ。

→有効なトリアージには、カテゴリーだけでは不十分
救急指揮所・現場指揮本部にて、傷病者情報を収集しな
ければ有効な搬送順位の決定は困難となる。

トリアージタグ様式の変更は困難。



傷病者情報カード３枚綴り
赤、黄、緑
それぞれある

救護所・二次トリアージカート記入係

二次トリアージ
の区分を記載

二次トリアージの結果
として得られた傷病名
を記載

トリアージ区分に
変更があれば修正

搬送医療機関が
決定したら記載

搬送救急隊を
記載

搬送開始時間を記載



出雲地区局地災害多数傷病者対応ガイドラインセミナー
•年６回開催＋実動訓練２回
•座学と机上訓練（半日コース）にて構成
•まずは、土台となる消防にガイドラインの周知徹底。
•その後にDMATと合同演習を行った。

名称 年 延べ全参加数 出雲 大田 雲南 隠岐
第1回 2019年3月 43 43 0 0 0
第2回 2019年5月 43 43 0 0 0
第3回 2019年6月 61 61 0 0 0
第4回 2019年8月 33 33 0 0 0
第5回 2019年9月 17 17 0 0 0

第6回（実動訓練） 2019年9月 24 24 0 0 0
第7回（実動訓練） 2019年12月 39 39 0 0 0

第8回 2020年1月 36 6 12 12 6

全職員の61.4％が受講 296 266 12 12 6



結語
2019年度訓練：

搬送患者数が93％と大幅に増加。

情報収集、情報共有が

傷病者情報カードにより円滑に可能となった。

さらなる改善のために
・出雲地区救急業務連絡協議会の100％の受講率
・島根県MCへの拡大
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